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～絆げる・絆がる（つなげる・つながる）～
江東区立南砂中学校だより

さあ、始めましょう
校 長 近藤 啓太

今年度、全学年１クラス、特別支援学級の生徒を合わせ、生徒数 111 名でスタートしました。小
規模校で部活動には限りがありますが、生徒主体の学校行事や生徒会活動、また生徒に寄り添った
丁寧な指導には教職員一同誇りをもっています。
今年度の学校経営のスローガンは「絆げる・絆がる（つなげる・つながる）」です。

これは、「少ない人数の学校だからこそ、生徒・教師の関係をこれからもつないでいってほしい。
絆を深めてほしい。」という、３月に卒業した生徒の思いを受けて設定しました。また、主体的な
学びや探究的な体験をつなぐことで、知識・理解、思考・判断・表現力を深化させることを目指す
決意でもあります。教育の基盤である家庭（Home）、学校（Homeroom）、地域（Hometown）が一
体となり、生徒が輝ける場をつくっていきます。令和６年度もよろしくお願いします。

令和６年度 経営方針（概要）

１ 目指す学校像 （安全・安心な学校づくりの下）
・生徒がいきいきとともに伸びる学校
・保護者や地域とともに子どもを育てる学校
・教職員がともにともに成長する学校

２ 目指す生徒像
・主体的に学び行動できる生徒 （主体性）
・他者を認め思いやりの心をもった生徒 （多様性）
・地域社会に貢献できる生徒 （連携性）

３ 目指す教師像
・研究と修養に励み、生徒の成長に向けた向上心をもち続ける教師
・生徒理解に努め、対話を大切に生徒を支援する教師
・柔らかな発想と積極的な実践ができる教師集団

４ 経営理念
（１）生徒の主体性を重視した教育活動
・主体的に学ぶ姿勢を育てる授業を展開する。
・生徒の個性や特性を重視した教育活動を展開する。
・縦割り活動や学校生活の向上に積極参加することで、自己肯定感や誇りをもたせる。
（２）地域の公立学校としての使命
・教育公務員としての服務を順守し、私費負担の軽減化を図る。
・短期ＰＤＣＡサイクルを廻し、早期改善を図る。
・Ｃ組・つばさ教室と連携した交流及び共同学習を推進させる。
・不登校支援に組織的に取り組む。
・学校・保護者・地域の三者一体となり生徒を育成し、地域に根ざした学校づくりを進める。
（３）持続可能な社会の作り手を育成する。
・ＳＤＧｓ達成のために、探究し行動し発信できる人材を育成する。

本校では、お子様が心と体を大切に守り、充実した学校生活を送ることができるように努めて
おり、悩みや不安がある際は、いつでも学校に相談することができます。しかし、周囲の大人に
相談しにくい、直接話すことができないなどあった場合は、一人で抱え込まずに、別途配布しま
す「相談シート」（学校 HPからもダウンロード可）を活用し、相談することができます。
ご家庭におかれましては、学校生活における出来事について話し合う機会をもってください。

お子様が「痛いな」「恐いな」「おかしいな」「モヤモヤするな」「イヤだな」と感じることがあれ
ば、学校に御相談いただくか、相談シートや各種相談窓口を御利用ください。相談シートは、性
暴力等だけでなく、体罰等に関する相談も記載することができるようになっております。

生徒を教職員等に

よる性暴力から守るための第三者

相談窓口（保護者も相談できます。）
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令和６年度校内組織一覧

校 長 近藤 啓太 副 校 長 太田 勝久

１学年 （学年主任・数学科）

（Ａ組担任・音楽科）

（Ｂ組担任・社会科）

（副 担 任・理 科）

２学年 （学年主任・英語科）

（Ａ組担任・美術科）

（Ｂ組担任・数学科・生活指導主任）

３学年 （Ｂ組担任・保健体育科・学年主任・進路指導主任）

（Ａ組担任・英語科）

（副 担 任・国語科・教務主任）

（学 年 付・養護教諭・保健主任）

特別支援学級 （１年担任・学級主任・数学科）

（３担任・家庭科）

（２年担任・家庭科）

特別支援教室 （教室主任）

都 講 師 （家庭） （技術） （保体） （国語）
ＳＤ講師 （数学）
区 講 師 （国語） （社会） （英語）

（音楽） （保体） （理科）
学習支援員
栄 養 士
事 務 室
共同事務
スクールカウンセラー （都） （区）
特別支援教室専門員
スクールサポートスタッフ

用 務 委 託 業 者 （株）髙橋工業
給食調理委託業者 （株）藤 江
施設管理員
学校司書


